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「あなたは ICBR症候群ね」と友人に言われたことがある。
「え、なに ?心の病なの ?」

近頃はやたらに何でも病名がつけられてしまう。病になってしまうほどに生きづら

い社会になってしまっていることの裏返 しなのだろう。気になるので ICBR症候群
を調べてみた。だが見つからない。特定の病名ではないからなのか。そのまま心の

病を調べてみた。依存症、うつ病、解離性障害、強迫性障害、睡眠障害、摂食障害、

双極性障害、適応障害、統合失調症、認知症、パーソナ リティ障害、発達障害、パ

ニック障害、不安障害、PTSDな どなど、病名の中にもさらに細分化された病名があ
り、実にたくさんの心の病がある。

調べているうちに何だかどれ も自分に当てはまるところ満載 じゃないか と思って

しまう。ずっとではないにしても折に触れそ うい う症状の時がある。病との違いは

なんだろう。メンタル面で若千過敏な自分にこれまでも気がついてはいたのだが。

「ところで、ICBR症候群 とは ?」  「それはね、IChiBiRi症候群の略よ !」  「?」
「つまりあなたはイチビリ症候群なのよ !」  「なんだ、そ うい うことかぁ」。

確かに、幼い時からいつも言われていた言葉だ。通信簿にも書かれたことがある。

自他 ともに納得する言葉だ ! それにしても「イチビリ」も症候群になってしまっ
たか。

最近またある人に、「あなたは HSPかも」と言われた。「とても敏感な人」とい う意
味だが、病気とい うより持って生まれた気質を表す概念だ。確かにそ うい う面もあ

るが 「とても」でもないなと思っていたら、「じゃ HSS tt HSPね」と言われた。HSS

とは好奇心旺盛で外交的なこと。HsSと HSPが共存 しているとい うわけだ。なるほ
ど、そ うかもしれない ! HSsがイチビリだとすると、HSS tt HsPと い う概念のお
陰で、新たに自分を発見 した気分だ !

持って生まれた 「そのまま」を大切にしたい。ただ、そのままの自分を知 らなけれ

ば大切にもできない。ほんとうの自分を知ることか ら始めなければ。そ うすれば、

きつともう、それは 「病」ではなくなるのかもしれない。
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ICBR症候群 その春春ていい Par+。4


